
【背景・目的】

最も大衆的な消費現場であるスーパーマーケッ

トは、プラスチック製食品包装容器を大量に消費し

続けており、プラスチックごみ問題の一主要因と考

えられている。特に、肉や魚のトレーパッケージに

は100%プラスチック製の容器が多く使用されてお

り、新たなデザインが期待される。本研究では、

スーパーマーケットの肉・魚用包装の現状の課題

と要件を調査し、サステナブルな新しいデザインを

提案することを目的としている。

【調査】

文献調査やスーパーマーケットでのインタビュー

調査を通して、社会ニーズとして脱プラスチックや

資源循環、現場ニーズとして見栄えやコスト、扱い

易さなどが特に求められていることが分かった。ま

た、使用済容器の最終的な処理を消費者に依存

する、偏ったリサイクルシステムがあることも明ら

かになった。

「re:trayシステム」で使用するトレー型パッケージ「the tray」。黒（マット）にすることで、バージン素材でないリサイクル素材から生産することができ、見栄えの観点からも高級な印象を与える事ができる。

実際の販売時のイメージ

【コンセプト】

調査結果をもとに、コンセプトを「ゴミとなるプ

ラスチックを減らす、メーカー・スーパー・消費者

にとって三方よしのパッケージ」と定めた。

【デザイン提案】

返却・循環型トレーパッケージシステム

「re:trayシステム」を提案する。耐久性とデザイ

ン性に優れたトレーを店頭で回収し、繰り返し再利

用していくことで、資源廃棄のペース鈍化とコスト

低下を狙うビジネスモデルである。消費者も洗浄・

分別・持参をすることなく資源削減に寄与できるよ

うになり、リサイクルのための負担削減にも繋がる。

本提案では、耐久性と携帯性を重視した再利用型

トレー「the tray」を使用する。素材はセルロース

ファイバー成形素材を検討している。インタビュー

を参考に、商品との色や明るさのコントラストを高

め、リサイクル素材の利用可能性も高めるべく、色

を黒（マット）に設定した。
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「re:trayシステム」の概要。パッケージの長寿命化によって、消費一回当たりのプラスチックごみ排気量減少と長期的なパッケージコストの削減を狙う。浮いたパッケージコストの一部をポイントで消費者へ還元し、利用を促す。


